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短報

富山市科学博物館展示室の

立山下ノ小平産スギ株の蘇苔類．

坂井奈緒子
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富山市科学博物館の2階展示室「とやま・空間の旅』

の「山地」のコーナーにQypro碗e"α/”o"jca（Lf＞

DDonスギの大きな切り株が展示されている。その

スギ株は，富山県立山町下ノ小平（標高1,300m）の

道路から林内へ数m入った所にあったが（図1，2)，

展示に用いるために2006年7月に伐採された。伐採前

の2005年9月16日に，スギ株に着生する蘇苔類の調査

を行ったので報告する。

スギ株は半日陰の林内にあり，高さが約2mで，そ

の樹皮は下部ほど大変よく湿り，上部でも湿り気があっ

た。なお，スギ株の年輪は593年分あり，今から130年

程前に伐採されたと推定されている（富山市科学博物

館2007)。
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図1．スギの切り株があった場所（富山県立山町下ノ小平）

調査地は黒丸で示した。地図は国土地理院25,000分の1の
「小見」「立山」を使用した。
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スギの切り株に着生あるいは根元に生育する蘇苔類

を持ち帰り同定した結果，蕪類6科6分類群，苔類5科曽

分類群が確認された（蘇苔類一覧参照)。苔類の分類

群数が多かったが，スギ株が半日陰にあり，樹皮がよ

く湿っている環境が反映されたと考えられる。苔類の

うち植物体の小さな分類群は以下のように，体の大き

な蕪類あるいは苔類の群落に混ざっていた。K"吃/α

加α肘"oα"a（Steph）GrolleコスギバゴケはCa”oge/α

"eeslα"a（CMassaletCarestia）MiillFrib・ssp

s"6αゆ/"a（Inoue）Inoueタカネツキヌキゴケや

Bazzα"/a6j火"r"/a（Steph）WENicholsonフタバム

チゴケと混生し，Cとpﾙα/ozjaorαγ"e"sjsStephオタル
ヤバネゴケはタカネツキヌキゴケやRj“”戒α

cﾙα"'e的〕Z/b"a（With）Grolleナミガタスジゴケと一部

が混生，5℃“α"jacj"αraSandeLac，ウニバヒシャク

ゴケはB'orﾙere"αルe"o"〃（Duby）M・Fleischカガミ
ゴケと混生していた。

調査地の標高は1,300mの山地帯であるが，岩月

(2001）では亜高山あるいは亜高山帯から高山帯に生

育するとされるP/e‘"℃zI""’Sc〃e6e”（Brid）Mittタ

チハイゴケ，Bazzα"/α〃"o6“a（L）Grayエゾムチゴ

ケ，フタバムチゴケ，タカネツキヌキゴケ，此〃α"za

qﾉ"p"αmStephオオヒシャクゴケが確認された。亜

高山帯は針葉樹林帯でもあり，立山ではAbjes

",α"“〃Mast､オオシラビソやPj""sparv城o"αSiehet

ZucCvar・pe"/〃ﾉり'"a（Mayr）Henryキタゴヨウが優

占する標高約1,500m以上が亜高山帯と見なされる。

調査地は，主にFZJg"Sc"e"“αBlumeブナとスギの混

交林であるが，キタゴヨウが見られ始めている。今回

図2．スギの切り株（2005年9月16日撮影：
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報告する蕪苔類は，針葉樹のスギの切り株が着生基物

であったために，亜高山帯あるいは亜高山帯から高山

帯に生育する分類群が生育していたと考えられる。

苔類については富山県産のチェックリストがあり

(坂井・山田2009)，照合するとフタバムチゴケ，

Bazzα"japo"ZP“"a（SandeLac.）Mitt・ムチゴケ，エ

ゾムチゴケ，ウニバヒシャクゴケ，ナミガタスジゴケ

の5種は富山県新産である。

蘇苔類一覧

科の配列は岩月（2001）に従い，属名，種小名はア

ルファベット順に配した。学名はIwatsuki（2004)，

Yamada＆Iwatsuki（2006）に従った。学名，和名に

続き，富山市科学博物館の標本登録番号を示した。混

生種がある場合は括弧内に記した。採取者は著者だけ

なので省略した。富山県新産の苔類については学名の

先頭に*を付けた。標本はすべて富山市科学博物館植

物標本庫（TOYA）に保管されている。

Bryo”｡a藤類

Dicranaceaeシッボゴケ科

DjC"α""脚ノqPO"!c"脚Mittシツポゴケ 2821.

Mniaceaeチョウチンゴケ科

Rﾉ"z()柳"z""”"o""k“k〃T・Kop，ケチヨウチンゴケ

2828.

ThuidiaCeaeシノブゴケ科

B〃o"og"cﾙjα脚o/Ag"6Ce”（SandeLac.）ZIwats．＆

Inoueホンシノブゴケ2897.

Amblystegiaceaeヤナギゴケ科

P/e"'ひzj"脚Scﾙre6e”（Brid）Mitt･タチハイゴケ283且

SematophyⅡaceaeナガハシゴケ科

Br"力e'e"αルe"o"〃（Duby）M・Fleischカガミゴケ

2460（+此〃α"jac"j"eウニバヒシヤクゴケ)．

Hypnaceaeハイゴケ科

鋤や""脚〃"α",ae（Broth）Parisフジハイゴケ2921
2925.

Hepatica苔類

Lepidoziaceaeムチゴケ科

*Bazzα"jabj咋加"/a（Steph）W・ENicholsonフタノミ

ムチゴケ2435.
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*Bazzα"Iapo"1peα"a（SandeLac）Mitt・ムチゴケ
2441．

*Bazzα"αか"o6ara（L）Grayエゾムチゴケ2442

K"吃jα脚α""oα"a（Steph）Grolleコスギバゴケ2435

（+Bazzα"ia6j火"/"/αフタバムチゴケ，Ca伽ogeja
、

〃eesIα"αssps"6αゆ加αタカネツキヌキゴケ)，2436

（+Ca”ogejα〃eesIα"αssps"6αゆj"αタカネツキヌ

キゴケ)．

CalyPogeiaceaeツキヌキゴケ科

の”ogejα〃e“jα"α(CMassaletCarestia）MiillFrih

ssPs"6αわ/"a（Inoue）Inoueタカネツキヌキゴケ

2434（+Cephα/ozjaorar"e"sjsオタルヤバネゴケ)：

2435（+Bazzα"ja6j火"/"/αフタバムチゴケ，k"だ/α

〃'αA加oα"αコスギバゴケ)，2436（十Ki""α〃,α""Oα"α

コスギバゴケ)，2444（+Cephα/OzjaOr”"e"SjSオタ

ルヤバネゴケ)．

Cephaloziaceaeヤバネゴケ科

C“ﾙα/ozjaorar"e"”Steph･オタルヤバネゴケ2434

（+Ca”ogejα〃“sJα"αssPs"6α〃加αタカネツキヌ

キゴケ),2444（+Ca”oge/α〃eesIα"αssPs"6α切加α

タカネツキヌキゴケ)，2459.

Scapaniaceaeヒシヤクゴケ科

Sc叩α"zαα"1p"αraStephオオヒシヤクゴケ2440．

*比ゆα"jac"jajasα"火Lac・ウニバヒシヤクゴケ

2460（+Bror〃〃e"αルe"o"〃カガミゴケ)．

Aneuraceaeスジゴケ科

*Rjccar伽αcﾙα",e‘加Z/b"a（With）Grolleナミガタスジ

ゴケ2461.
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